
Cira－Japana（1）

▼

　

＝

二
主

な

内

容

C
I
R
A
へ
の
支
援
を

企
画
東
京
熱
い
夏

文
献
セ
ン
タ
ー
自
己
紹
介

収
支
決
算
報
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書
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…

運
営
委
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会
議
事
録

富
士
宮
だ
よ
り
　
…
…
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こ
の
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誰
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…
…
…
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私
た
ち
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン

タ
ー
（
C
－
茫
r
J
A
空
r
N
と

は
ス
イ
ス
・
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

の
ア
ナ
キ
ズ
ム
国
際
文
献

セ
ン
タ
ト
か
ら
支
援
要
請

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取

り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
C
I
R
A
は
現
在
地
で

研
究
者
は
幾
度
に
も
わ
た
り
ス
イ
ス

C
I
R
A
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
に
鑑
み
、
ス
イ
ス

C
I
R
A
の
支
援
要
請
に
こ
た
え
、

さ
さ
や
か
な
形
で
あ
っ
て
も
連
帯

の
意
志
を
表
明
す
る
と
と
も
に
支

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り
、

そ
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
の

支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
要
請
し

援
活
動
を
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
。
七
月
に
は
文
献
セ
ン
タ
ー

と
他
団
体
の
共
催
で
キ
ネ
マ

て
い
ま
す
。

翻
れ
ば
富
士
宮
文
献
セ
ン

タ
ー
は
同
地
（
当
時
は
ジ
ュ
ネ
ー

フ
ェ
ス
タ
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
現
在
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
C

I
R
A
支
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

プ
）
　
を
訪
れ
帰
国
し
た
仲
間
の
発

意
や
、
七
〇
年
の
時
代
状
況
も
あ

い
ま
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
後
も
こ
の
地
の
活
動
家
や

の
一
環
と
す
る
こ
と
が
可
能

か
ど
う
か
検
討
中
で
す
。
そ

の
ほ
か
様
々
な
方
法
が
可

能
と
思
い
ま
す
が
、
多
く
の

方
に
協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
要
請
し

ま
す
。
カ
ン
パ
送
付
先
は
二
頁
。

■
C
I
R
A
よ
り
の
要
請
文

（
一
部
省
略
し
て
い
ま
す
）

ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
に
あ
る
C
I

R
A
　
（
C
e
n
t
r
e
 
i
n
t
e
r
n
a
t
i
O
n
a
－
d
e

R
e
c
h
e
r
c
h
e
s
 
s
u
r
 
t
A
n
a
r
c
h
i
s
m
e
／

ア
ナ
キ
ズ
ム
国
際
文
献
セ
ン
タ
ー
）
は
、

膨
大
な
文
献
を
誇
る
研
究
施
設
で
あ
り
、

ア
ナ
キ
ス
ト
運
動
の
記
憶
を
後
世
に
受

け
継
ぐ
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
の
創
設
は
5
0
年
以
上
も
前
に

遡
り
ま
す
が
、
現
在
、
思
わ
ぬ
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
に
つ
い
て
　
こ
の
5
0
年
間
、

世
界
中
の
ア
ナ
キ
ス
ト
に
よ
る
文
献
な

ど
を
収
集
保
存
し
て
き
ま
し
た
。
集
め

た
記
録
物
を
丁
重
に
保
存
し
、
活
動
家
、

研
究
者
、
そ
し
て
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
関
心

を
抱
く
す
べ
て
の
人
々
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
2
0
以
上
も

の
様
々
な
言
語
で
記
録
さ
れ
た
約
2
万

点
も
の
本
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
、
何
百

種
類
も
の
雑
誌
類
　
（
古
い
も
の
で
は
1

8
4
8
年
ま
で
遡
る
）
、
映
像
、
活
動
家

の
個
人
的
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
（
手
紙
な

ど
）
　
と
い
っ
た
貴
重
な
記
録
物
を
所
蔵

し
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
の
歴
史
　
1
9
5
7
年
、
当

時
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
亡
命
し
て
い
た
イ
タ

リ
ア
人
の
良
心
的
兵
役
拒
否
者
、
ピ
エ

ト
ロ
・
フ
エ
ル
ー
ア
が
ア
ナ
キ
ス
ト
機

関
誌
「
r
e
 
R
e
く
e
i
ご
　
（
ル
イ
ジ
・
ベ
ル

ト
ー
ニ
が
編
集
者
を
務
め
た
）
　
に
関
す

る
文
献
や
記
録
な
ど
を
集
め
始
め
た
の

が
C
I
R
A
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
フ
エ
ル
ー
ア
は
そ
の
後
、
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
て
C
I
R
A
を
創
設
し
ま
し

た
。
6
4
年
、
フ
エ
ル
ー
ア
が
国
外
退
去
を

命
じ
ら
れ
る
ま
で
、
彼
は
マ
リ
ー
・
ク
リ

ス
テ
ィ
ン
・
ミ
カ
イ
ロ
と
記
録
物
の
収

集
と
研
究
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。
フ
エ

ル
ー
ア
の
国
外
退
去
後
、
マ
リ
ー
・
ク
リ

勾
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ス
テ
イ
ン
は
娘
の
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
エ
ン

ケ
ル
と
と
も
に
運
営
を
引
き
継
ぎ
、
以

後
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
人
脈
を
大
幅
に

拡
張
し
、
何
世
代
に
も
渡
る
訪
問
者
が

こ
れ
ま
で
C
I
R
A
を
訪
れ
て
き
ま
一
し

た
。
C
I
R
A
の
目
的
は
創
設
当
時
よ

り
、
世
界
中
の
ア
ナ
キ
ス
ト
組
織
の
間

に
は
び
こ
る
議
論
に
巻
き
込
ま
れ
ず
、

中
立
の
立
場
を
保
ち
な
が
ら
ア
ナ
キ
ス

ト
運
動
の
記
憶
を
後
世
に
受
け
継
ぐ
こ

と
で
す
。
t
マ
リ
ー
は
寛
容
に
も
自
身
の

自
宅
の
一
部
を
提
供
し
、
現
在
に
い
た

る
ま
で
1
7
年
間
、
杉
林
に
囲
ま
れ
た

ロ
ー
ザ
ン
ヌ
の
美
し
い
旧
家
に
て
存
在

し
続
け
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
の
活
動
C
I
R
A
は
ア
ナ

キ
ス
ト
運
動
に
関
連
す
る
文
献
や
画

像
、
映
像
な
ど
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
の

記
録
物
を
丁
寧
に
整
理
・
分
類
し
、
誰

も
が
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
ま

す
。
膨
大
な
カ
タ
ロ
グ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
か
ら
で
も
利
用
で
き
、
年
に

一
度
、
活
動
を
ま
と
め
た
広
報
を
発
行

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
は

も
と
よ
り
様
々
な
地
域
に
て
ア
ナ
キ
ズ

ム
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
や
展
示
会
な

ど
を
も
主
催
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
容

易
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
、
所
蔵
文

献
目
録
や
そ
の
他
研
究
材
料
と
な
り
得

る
参
考
資
料
を
作
成
中
で
す
。

C
I
R
A
の
運
営
　
C
I
R
A
が
存
在

し
得
て
い
る
の
は
、
多
く
の
記
録
物
を

当
セ
ン
タ
ー
に
提
供
し
て
く
れ
る
世
界

中
の
ア
ナ
キ
ス
ト
同
志
の
お
か
げ
で
す
。

ま
た
、
会
員
か
ら
の
年
会
費
や
ア
ナ
キ

ス
ト
同
志
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
賄
っ

て
い
ま
す
。
当
初
よ
り
C
I
R
A
は
ア

ナ
キ
ス
ト
運
動
の
政
治
的
／
社
会
的
／

文
化
的
な
多
様
性
を
も
と
に
発
展
し
続

け
、
自
由
な
世
界
を
目
指
し
て
闘
っ
て

き
た
同
志
た
ち
の
貴
重
な
言
葉
を
後
世

に
受
け
継
ぐ
重
要
性
を
常
に
認
識
し
っ

つ
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
の
現
状
　
C
I
R
A
が
拠
点

を
置
く
の
は
、
惜
し
く
も
2
年
前
に
こ

の
世
を
去
っ
た
マ
リ
ー
・
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
の
自
宅
の
一
部
で
、
現
在
の
土
地
で

存
続
し
得
る
た
め
に
は
、
こ
の
土
地
の

相
続
権
を
主
張
す
る
第
三
者
よ
り
土
地

を
買
い
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

土
地
と
建
物
の
所
有
権
を
C
I
R
A
に

移
す
た
め
に
は
少
な
く
と
も
1
5
万
ス
イ

ス
・
フ
ラ
ン
（
一
五
〇
〇
万
円
）
を
集
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
も
な
け
れ

ば
、
C
I
R
A
は
余
儀
な
く
場
所
を
移

さ
ざ
る
を
え
ず
、
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。
経
費
を
最

小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
同

時
に
、
特
に
ア
ナ
キ
ズ
ム
関
連
の
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
に
と
っ
て
必
要
な
自
由
な
環

境
を
保
証
し
、
活
発
な
活
動
を
可
能
に

し
て
く
れ
る
場
所
は
非
常
に
稀
で
す
。

ト
同
志
に
よ
っ
て
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地

域
で
広
範
囲
に
、
寄
付
金
を
集
め
る
た

め
の
自
発
的
行
動
が
起
き
る
の
を
私
た

ち
は
期
待
し
、
信
じ
て
い
ま
す
。

C
I
R
A
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
　
C

I
R
A
の
存
続
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

は
無
限
に
あ
り
ま
す
！
　
今
回
の
行
動

の
目
的
は
寄
付
金
集
め
だ
け
で
な
く
、

C
I
R
A
を
囲
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
連

帯
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
、
そ
し
て
活

発
な
も
の
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
勿
論
、
個
人
や
個
々
の
コ
レ
ク

テ
ィ
ヴ
に
よ
る
寄
付
も
大
歓
迎
で
す
。

現
状
へ
の
対
策
　
C
I
R
A
の

存
続
の
た
め
に
、
世
界
中
の
ア

ナ
キ
ス
ト
・
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
や

ア
ナ
キ
ス
ト
協
同
組
織
な
ど
に

広
範
囲
に
寄
付
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
ア
ナ
キ
ス
ト
が
最
も

得
意
と
す
る
「
行
動
」
、
そ
し
て

世
界
変
革
を
目
指
す
人
々
の
源

泉
と
な
る
　
「
想
像
力
」
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ナ
キ
ス

スイス国外からの送金先：Banque

Coop，Basel／Bale／Basilea

郵便振替口座番号

310985．29．00．90－6，IBAN（国際銀行

口座番号）cH20084403109852

90090Swift COOPCH BB，Clearing

8448（小切手は受け付けられません）

CIRA・Swissと明記してくださ

い。

www．anarca－bolo．ch／

ciramail：cira（at）plusloin．org
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寄
贈
書

■
平
井
倭
佐
子
氏
よ
り

・
平
井
征
夫
『
バ
ル
セ
ロ
ナ
日
記
』
リ

ベ
ー
ロ
イ
社
、
二
〇
〇
三
年

■
上
村
健
彦
氏
よ
り

・
日
本
ア
ナ
連
第
一
〇
回
全
国
大
会

の
寄
書
き
葉
書
、
一
九
六
〇
年

■
由
井
格
氏
よ
り

・
「
東
京
行
動
戦
線
」
一
～
五
号

■
唐
沢
隆
三
氏
よ
り

・
色
紙
＝
植
村
諦
一
九
五
七
年
一

〇
月

・
『
無
風
帯
社
ニ
ュ
ー
ス
』
一
号
、
無

風
帯
社
（
東
京
・
新
宿
／
西
山
雄
太

郎
）
一
九
四
六
年
七
月

『
無
風
帯
社
ニ
ュ
ー
ス
』
二
号
、
同

九
月
『
水
島
流
吉
の
覚
え
書
』
同
一
一
月

『
無
風
帯
』
一
号
、
同
一
九
四
七
年

八
月
『
無
風
帯
』
二
号
、
同
一
九
四
八
年

六
月

・
『
夢
』
一
～
六
号
、
（
名
古
屋
市
／
伊

患
英
治
）
　
同
一
九
五
七
年
九
月

二
号
「
名
古
屋
社
会
運
動
者
略
伝
」

一
九
五
八
年
一
月

三
号
「
愛
知
県
社
会
運
動
者
略
伝
」

同
年
三
月

四
号
「
資
料
社
会
運
動
史
」
同
年
五

月五
号
「
資
料
社
会
運
動
史
」
同
年
？

月六
号
「
資
料
社
会
運
動
史
」
一
九
五

九
年
一
月

・
唐
沢
冨
美
子
編
『
大
杉
く
ま
追
想

集
・
や
ま
ゆ
り
』
ソ
オ
ル
社
、
一
九

七
〇
年

・
唐
沢
隆
三
『
自
由
律
俳
句
史
雑
記
』

ソ
オ
ル
社
、
一
九
七
一
年

＜東京熱い夏〉
キネマ・、フェスタ『アナーキー』
一一それぞれの映画の視点から現代の深層を撃つ一一
（『希望と欺瞞の間に』日本語字幕化記念）

日時：7／21（土）、22（日）、28（土）、29（日）、8／4（土）、

5（日）

場所：poetryin the kitchen
東京都文京区水道1－2－6タトルビル2F
JR飯田橋駅より大曲交差点方面徒歩10分

タイムテーブル：

14：00～スペイン革命ドキュメンタリー映画

『スペインの短い夏』または『希望と欺瞞の間に』
16：00～ゲストトーク
16：00～DVD参考上映

入場料：1000円（資料込）
スケジュール：

（7月22日以外は日時未定です。また内容については
変更する可能性があります）
★テーマ「ゲバラ」

『スペインの短い夏』または『希望と欺瞞の間に』
ゲスト・トーク：太田昌国さん

参考上映DVD「モータrサイクル・ダイアリーズ」（126
分）

参考上映DⅥ）「チェ・ゲバラ人々のために」（89分）
★デビッド・ロービック来日記念コンサート
7月22日（日）決定

★テーマ「日本映画とアナキズム」
『スペインの短い夏』または『希望と欺瞞の間に』

ゲスト・トーク：平沢剛さん
参考上映：未定

★現代の運動
『スペインの短い夏』または『希望と欺瞞の間に』
ゲスト・トーク：HEXさんほか

参考上映：『関西公園～Public Blue～』（約70分）

（ドイツのアンケ・ヘルマンさん制作の関西路上生活者
の記録）

参考上映：未定
★テーマ「性／別」（いわゆる「ジェンダー」）

『スペインの短い夏』または『希望と欺瞞の間に』
ゲスト・トーク：未定

参考上映：「ボーンクィア」（10分）ほか
★テーマ「映像でみる大正アナキズム」

『スペインの短い夏』または『希望と欺楠の間に』
ゲスト・トーク：未定

参考上映：「大虐殺」（1960年、94分）
（ギロチン社登場の劇映画）

主催：キネマ・フェスタ実行委員会（暫定的）

＜アナキズム文献センター、Ⅰ服MmⅧASYLⅧ＞
協力：アナキズム編集委員会
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文
献
セ
ン
タ
ー
自
己
紹
介

「
文
献
セ
ン
タ
ー
つ
て
…
…
？
」
へ
一
の

答
え
を
か
ね
て
、
簡
潔
な
自
己
紹
介
を

し
て
お
こ
う
。

文
献
セ
ン
タ
ー
は
一
九
七
〇
年
に
そ

の
活
動
を
開
始
し
て
い
る
。
「
反
権
力
・

反
国
家
・
絶
対
自
由
の
思
想
と
運
動
に

関
す
る
過
去
お
よ
び
現
在
の
文
献
、
資

料
、
運
動
紙
誌
を
収
集
・
整
理
し
、
そ
の

完
全
な
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用

者
に
広
く
公
開
す
る
」
　
こ
と
を
目
的
と

し
、
翌
七
一
年
に
富
士
山
の
麓
、
静
岡
県

の
富
士
宮
市
に
五
坪
余
の
書
庫
が
建
設

さ
れ
、
合
わ
せ
て
資
料
・
文
献
類
の
収
集

と
整
理
に
も
着
手
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
、

活
動
の
停
滞
と
休
眠
状
態
を
繰
り
返
し

つ
つ
も
、
セ
ン
タ
ー
を
管
理
す
る
龍
武

一
郎
氏
の
持
続
的
営
為
に
支
え
ら
れ
て
、

九
五
年
に
は
一
〇
坪
余
り
の
独
立
専
用

書
庫
が
建
設
さ
れ
、
山
積
み
状
態
と

な
っ
て
い
た
文
献
は
棚
に
移
さ
れ
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
正
確
な
蔵

書
数
を
報
告
で
き
な
い
の
は
、
蔵
書
の

増
加
に
整
理
が
追
い
つ
か
な
い
か
ら
で

あ
る
　
（
今
年
の
七
月
ま
で
文
献
セ
ン

タ
ー
　
自
己
紹
介
と
そ
の
歩
み
に
単
行

本
の
蔵
書
目
録
が
ま
と
ま
る
）
。
書
籍
に

限
れ
ば
す
べ
て
開
架
式
の
本
棚
に
配
列

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
利
用
に
不
便
は
な

い
。
そ
の
他
の
新
聞
や
チ
ラ
シ
、
ビ
ラ
、

そ
し
て
ミ
ニ
コ
ミ
類
と
な
る
と
、
十
分

に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
も

の
の
、
こ
れ
ら
も
か
な
り
フ
ァ
イ
ル
さ

れ
て
い
る
の
で
、
箱
詩
め
の
ま
ま
の
資

料
は
さ
ほ
ど
多
く
は
な
く
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
所
在
地
は
龍
氏
の
日
本

一
小
さ
な
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
　
「
ふ
も
と

の
家
Y
．
H
」
で
、
そ
の
敷
地
内
に
書
庫

は
置
か
れ
て
い
る
。
事
前
に
連
絡
の
上
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
文
献
目
録

は
ま
だ
作
成
さ
れ
て
い
な
い
。

住
所
‥
静
岡
県
富
士
宮
市

杉
田
二
五
一
　
龍
武
一
郎
　
気
付

電
話
‥
〇
五
四
四
（
二
七
）
四
三
一
四

F
A
X
‥
〇
五
四
四
（
二
七
）
四
四
四
五

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
‥

r
y
O
⑧
p
O
．
S
h
i
N
u
O
k
a
n
e
t
：
n
e
●
j
p

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
‥

h
t
t
p
‥
＼
＼
c
i
r
a
－
j
a
p
a
n
a
．
n
e
t
＼

セ
ン
タ
ー
の
中
身
に
つ
い
て
二
、
三

補
足
し
て
お
く
と
、
所
蔵
資
料
は
そ
の

多
く
が
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
セ

ン
タ
ー
に
関
わ
っ
た
人
々
や
そ
の
周
辺

か
ら
の
個
人
に
よ
る
寄
贈
で
あ
り
、

も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
と
し
て
は

長
谷
川
進
さ
ん
の
蔵
書
が
あ
る
。
ま
た

近
年
で
は
、
沼
津
に
あ
っ
た
山
鹿
泰
治

さ
ん
の
山
鹿
文
庫
が
セ
ン
タ
ー
に
移
さ

れ
た
。
い
ず
れ
も
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に

沿
っ
て
体
系
的
に
購
入
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
る

基
本
文
献
に
欠
く
こ
と
も
あ
る
か
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
で
も
全
体
と
し
て
見

る
な
ら
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
に

一
カ
所
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
で
比
肩
で
き

る
蔵
書
は
あ
ま
り
な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
文
献
セ
ン
タ
ー
が
い
ま

取
り
組
み
つ
つ
あ
る
課
題
は
、
「
セ
ン

タ
ー
に
付
随
す
る
諸
活
動
」
　
の
活
性
化

を
通
じ
て
「
セ
ン
タ
ー
の
法
人
化
」
を
実

現
す
る
こ
と
と
言
え
る
。
こ
の
点
は
い

ま
少
し
詳
し
く
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ

ろ
う
。
二
〇
〇
五
年
七
月
に
セ
ン
タ
ー
の
あ

る
富
士
宮
で
集
会
が
も
た
れ
「
文
献
セ

ン
タ
ー
の
存
続
」
が
議
論
さ
れ
た
。
背
景

に
は
、
設
立
以
来
セ
ン
タ
ー
を
地
元
で

支
え
て
き
た
龍
武
一
郎
は
も
と
よ
り
、

こ
れ
ま
で
周
囲
に
あ
っ
て
活
動
を
担
い
、

か
つ
協
力
し
て
き
た
人
々
の
高
齢
化
と

い
う
現
実
が
あ
り
、
現
状
の
ま
ま
で
は

セ
ン
タ
ー
の
存
続
が
覚
束
な
い
と
い
う

危
機
感
が
生
じ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
、
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
最
小

限
の
組
織
化
が
必
要
で
は
な
い
か
、
な

ど
が
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
後
の
継
続
さ

れ
た
討
議
を
通
じ
て
先
述
の
課
題
に
集

約
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
活
動
が
積
み
重

ね
ら
れ
つ
つ
あ
る
の
が
文
献
セ
ン
タ
ー

の
現
状
で
あ
る
。

（
次
回
か
ら
は
、
設
立
ま
で
の
経
緯

に
つ
い
て
記
す
予
定
）
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富
士
宮
だ
よ
り

二
〇
〇
五
年
の
第
一
回
富
士
宮
集
会

で
深
夜
ま
で
続
い
た
飲
み
会
の
席
で
、

セ
ン
タ
ー
の
た
め
に
富
士
宮
に
来
る
つ

も
り
が
あ
る
、
と
口
に
し
た
の
が
運
の

つ
き
。
〇
六
年
三
月
末
で
そ
れ
ま
で
の

仕
事
を
辞
め
る
も
直
ぐ
に
は
動
け
ず
、

ぐ
ず
ぐ
ず
と
一
〇
日
間
程
パ
ソ
コ
ン

ゲ
ー
ム
で
一
日
中
過
ご
し
、
プ
チ
引
き

こ
も
り
状
態
に
な
っ
た
。

何
と
か
せ
ね
ば
と
、
何
度
か
東
京
に

出
て
、
マ
ン
ガ
喫
茶
で
寝
泊
り
し
な
が

ら
登
録
制
の
日
雇
い
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
六
月
に
入
っ
て
や
っ
と
踏
ん
切
り

を
つ
け
、
富
士
宮
の
住
人
と
な
り
、
今

は
、
派
遣
社
員
と
し
て
工
場
で
働
き
な

が
ら
セ
ン
タ
ー
の
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。最
初
の
う
ち
は
仕
事
・
生
活
と
も
に

余
裕
が
な
く
、
そ
の
た
め
か
セ
ン
タ
ー

の
作
業
に
打
ち
込
め
た
よ
う
で
、
〇
六

年
一
二
月
末
に
は
、
和
文
単
行
本
の
目

録
登
録
数
が
二
千
冊
と
な
り
ホ
ツ
と
ひ

と
だ
ん
ら
く
。
た
だ
、
セ
ン
タ
ー
は
火
気

厳
禁
の
た
め
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
禁
止
。

寒
さ
に
は
勝
て
ず
、
真
冬
の
作
業
は
一

時
中
断
し
て
セ
ン
タ
ー
の
分
室
と
化
し

た
ア
パ
ー
ト
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
整

理
と
、
平
井
文
庫
の
ペ
ー
ジ
数
と
サ
イ

ズ
を
調
べ
る
こ
と
に
し
た
。

現
在
、
二
千
三
百
冊
と
あ
ま
り
進
展

し
て
い
な
い
が
、
和
文
単
行
本
の
残
り

は
五
百
冊
ぐ
ら
い
で
終
わ
り
そ
う
で
す
。

欧
文
単
行
本
に
関
し
て
は
語
学
堪
能
な

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
こ
ろ

で
す
。こ
の
セ
ン
タ
ー
の
一
連
の
動
き
の
中

で
、
私
が
二
十
歳
の
頃
に
ア
ナ
キ
ス
ト

ク
ラ
ブ
で
知
り
合
っ
た
戸
田
三
三
冬
さ

ん
か
ら
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
と
し
て
整

理
し
て
い
き
た
い
も
の
が
あ
る
と
話
が

あ
り
、
昨
年
九
月
か
ら
三
回
、
綿
引
さ

ん
、
岩
佐
老
人
の
写
真
の
整
理
を
行
っ

て
き
た
。
今
後
も
布
留
川
信
さ
ん
の
蔵

書
目
録
作
り
や
、
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ

の
遺
産
？
の
整
理
・
保
存
・
目
録
作
成
等

の
作
業
を
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
の
例
会

と
し
て
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。富
士
山
に
来
た
な
ら
、
や
は
り
富
士

山
を
楽
し
ま
な
け
れ
ば
。
と
は
い
え
食

べ
る
こ
と
に
し
か
興
味
の
わ
か
な
い
私
。

二
〇
年
居
前
に
龍
さ
ん
が
呼
び
か
け
て
、

皆
で
楽
し
ん
だ
コ
ケ
モ
モ
採
り
、
た
ら

の
芽
の
天
ぷ
ら
。

去
年
の
秋
に
は
ま
ず
コ
ケ
モ
モ
・
マ

タ
タ
ビ
・
サ
ル
ナ
シ
等
の
木
の
実
を
果

実
酒
に
つ
け
、
ア
ミ
タ
ケ
・
ハ
ナ
イ
グ

チ
・
ア
イ
タ
ケ
・
シ
モ
フ
リ
シ
メ
ジ
・
ナ

ラ
タ
ケ
　
（
こ
の
辺
り
で
は
ア
シ
ナ
ガ
と

言
う
）
な
ど
一
〇
種
類
以
上
の
キ
ノ
コ

を
塩
漬
け
に
し
て
、
キ
ノ
コ
飯
や
キ
ノ

コ
汁
で
楽
し
み
ま
し
た
。
今
は
た
ら
の

芽
や
ツ
ク
シ
を
毎
週
採
り
に
行
っ
て
天

ぷ
ら
な
ど
に
。

四
月
の
セ
ン
タ
ー
は
、
朝
か
ら
キ
ジ
・

コ
ジ
ュ
ケ
イ
・
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
　
★

アナキズム文献センター収支決算報告書

（2006年7月8日～2006年12月31日）

【収入の部】

繰越金（準備会及び旧センター）　　152，833

会費（1口1000円×87口（24名））　　87，000

カンパ　　　　　　　　　　　　　　　15，100

合計　　　　　　　　　　　　　　　　254，933

【支出の部】

通信費（送料、サーバ代など）　　　　1，655

消耗品（センターサッシ代）　　　　　9，100

その他出金（DVD変換費用、振込手数料負担等）

18，135

226，043

254，933

残金（次年度へ繰越し）

合計

※カレンダー制作代金は除く

上記の通り報告いたします。

2006年12月31日　会計担当：古屋
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運
営
委
員
会
議
事
録
（
抄
）

一
一
月
運
営
委
員
会

二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
八
日

○
会
員
募
集
に
つ
い
て

〇
七
年
版
カ
レ
ン
ダ
ー
を
こ
れ
ま
で

の
協
力
者
に
送
り
、
販
売
・
購
入
等
で

の
協
力
を
要
請
す
る
。
併
せ
て
会
員
募

集
の
告
知
な
ど
と
セ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス

と
と
も
に
送
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

○
整
理
作
業
に
つ
い
て

古
い
写
真
の
複
写
や
写
真
内
容
の
確

認
な
ど
に
つ
い
て
、
手
順
書
を
作
成
す

る
。
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
部
会
　
（
カ
メ
ラ

班
）
で
デ
ジ
カ
メ
を
購
入
し
た
の
で
、
写

真
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
。

O
　
「
平
井
文
庫
」
　
に
つ
い
て

目
録
デ
ー
タ
を
ネ
ッ
ト
公
開
す
る
。

ま
た
、
目
録
を
少
部
数
発
行
す
る
案
も
。

や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
流
す
だ
け

で
は
不
十
分
で
、
蔵
書
を
寄
贈
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
へ
の
お
礼
と
い
う
意
味
で

も
、
そ
う
い
う
習
慣
を
つ
け
て
い
く
。

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

近
日
中
の
サ
ン
プ
ル
目
録
の
公
開
に

向
け
、
富
士
宮
に
て
順
調
に
入
力
作
業

中
で
あ
る
。

二
一
月
運
営
委
員
会

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
六
日

○
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

現
在
入
力
中
の
デ
ー
タ
を
校
正
、

別
々
の
所
で
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
一
本

化
す
る
。
来
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
に
現
物
と
照
合
し
、
デ
ー
タ
を
最
終

チ
ェ
ッ
ク
。
こ
れ
で
ほ
ぼ
完
成
と
な

る
。
そ
の
後
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
　
（
会
員
の
み
に
す
る
か
ど
う
か
は
未

定
）
、
さ
ら
に
紙
媒
体
で
も
発
行
し
て

い
く
。

○
セ
ン
タ
ー
の
振
込
口
座
　
（
郵
便
局
口

座
）
　
に
つ
い
て

住
所
と
と
も
に
口
座
も
東
京
の
新
宿

中
央
郵
便
局
に
移
管
す
る
。
手
続
き
担

当
を
決
め
た
。

な
お
、
当
分
の
間
は
、
セ
ン
タ
ー
の

住
所
と
し
て
三
月
工
房
の
住
所
を
借
り

る
こ
と
と
し
た
。

○
通
信
　
（
紙
）
　
に
つ
い
て

季
刊
と
し
、
担
当
を
決
め
た
。

今
後
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
（
そ
の
中

の
会
員
用
ペ
ー
ジ
）
　
を
メ
イ
ン
と
し
、

希
望
す
る
人
に
は
紙
を
郵
送
す
る
と
い

う
ス
タ
ン
ス
に
し
て
い
く
。
紙
の
内
容

は
、
そ
の
発
行
時
期
ま
で
の
ウ
ェ
ブ
情

報
を
中
心
と
す
る
。

l
月
運
営
委
員
会

二
〇
〇
七
年
一
月
二
〇
日

○
郵
便
振
替
口
座
の
移
転
に
つ
い
て

口
座
名
は
　
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
献
セ
ン

タ
ー
」
、
住
所
は
三
月
工
房
、
代
表
者
名

は
奥
沢
。
銀
行
口
座
も
開
設
す
る
。

○
カ
レ
ン
ダ
ー
の
会
計
・
精
算

独
立
会
計
に
し
、
今
後
の
イ
ベ
ン
ト

に
関
し
て
も
、
文
献
セ
ン
タ
ー
の
会
計

★
　
声
が
響
き
、
桜
の
老
木
が
満
開
に

な
り
メ
ジ
ロ
や
ヒ
ヨ
ド
リ
が
蜜
を
吸
い

に
集
ま
り
、
椿
や
ヤ
マ
ブ
キ
な
ど
の
多

く
の
花
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
作
業
の

合
間
に
庭
に
出
る
と
心
が
和
み
、
そ
こ

に
龍
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
い
る
と
、
つ
い

景
色
を
眺
め
な
が
ら
長
話
を
し
て
し
ま

い
作
業
終
了
な
ん
て
こ
と
も
よ
く
あ
り

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
山
田
崇
正
）

作
業
メ
モ

0
6
年
1

0
月
2
日
平
井
文
庫
の
本
届
く

（
ダ
ン
ボ
ー
ル
2
0
余
箱
分
）
。
神
戸
の

平
山
さ
ん
た
ち
が
荷
造
り
を
手
伝
い

宅
配
便
に
て
。
と
り
あ
え
ず
富
士
宮

の
分
室
に
収
ま
る
（
セ
ン
タ
ー
は
目

録
作
成
中
で
混
乱
を
避
け
る
た
め

と
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
）
。

12
月
平
井
文
庫
の
蔵
書
リ
ス
ト
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
。

1
1
月
1
0
～
1
2
日
セ
ン
タ
ー
蔵
書
中
の

ダ
ブ
リ
本
と
（
今
回
の
）
目
録
対
象

外
の
資
料
数
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
詰
め
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と
は
独
立
さ
せ
る
。

来
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の
検
討
を
始

め
、
判
型
な
ど
の
決
定
を
し
て
お
く
。
G

W
明
け
に
始
め
て
、
五
、
六
月
に
制
作
。

直
ち
に
ア
イ
デ
ア
、
素
材
・
画
像
を
集
め

る
。
○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

レ
ン
タ
ル
サ
ー
バ
ー
の
容
量
が
あ
と

残
り
わ
ず
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
五

〇
〇
M
B
分
増
設
す
る
こ
と
を
決
定
。

○
上
映
会
に
つ
い
て

ス
ペ
イ
ン
革
命
に
関
す
る
映
画
　
「
ス

ペ
イ
ン
の
短
い
夏
」
「
希
望
と
欺
輔
の
間

に
」
　
の
二
本
を
中
心
に
、
ほ
か
の
商
業

映
画
を
併
映
す
る
の
は
ど
う
か
。
た
と

え
ば
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
テ
ー
マ
を

決
め
て
、
最
初
に
ス
ペ
イ
ン
、
次
に
間

に
解
説
な
ど
を
入
れ
て
別
の
映
画
を
上

映
す
る
。
上
映
部
会
（
仮
）
立
ち
上
げ
。

二
月
運
営
委
員
会

二
〇
〇
七
年
二
月
一
七
日

○
龍
さ
ん
の
提
案
に
つ
い
て

龍
さ
ん
よ
り
事
前
に
　
「
ア
ナ
キ
ズ
ム

文
献
以
外
の
文
芸
作
品
（
小
説
・
詩
集
）

な
ど
の
取
扱
い
」
な
ど
に
つ
い
て
提
案

が
あ
っ
た
。
現
在
進
行
中
の
文
献
整
理

を
進
め
て
い
き
、
必
要
の
な
い
も
の
等

は
そ
の
過
程
で
判
断
し
て
い
く
。

○
ア
ナ
キ
ズ
ム
年
表
に
つ
い
て

担
当
者
が
決
定
。
戦
後
ア
ナ
キ
ズ
ム

史
の
こ
こ
二
〇
年
を
中
心
に
年
表
を
作

成
す
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
外
か
ら
ア

ク
セ
ス
し
て
年
表
に
追
加
・
修
正
な
ど

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

○
シ
ネ
マ
イ
ベ
ン
ト
　
（
キ
ネ
マ
・
フ
ェ

ス
タ
　
「
ア
ナ
ー
キ
ー
」
）
　
に
つ
い
て

七
月
に
ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ク
歌
手

＝
デ
ビ
ッ
ド
・
ロ
ー
ヴ
イ
ツ
ク
が
来
日

し
て
ラ
イ
ブ
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
企
画
が
出
さ
れ
た
。

○
ア
ナ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア

三
月
に
開
催
さ
れ
る
米
ア
ナ
キ
ス
ト

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
文
献
セ
ン
タ
ー
と
し

て
も
参
加
す
る
　
（
ブ
ー
ス
に
て
出
展
）
。

ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

主
要
な
出
版
社
、
本
屋
　
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
も
）
　
が
参
加
す
る
。
カ
レ
ン
ダ
ー

ほ
か
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
グ
ッ
ズ

も
売
る
予
定
。

三
月
運
営
委
員
会

二
〇
〇
七
年
三
月
一
七
日

○
カ
レ
ン
ダ
ー
に
つ
い
て

ま
ず
は
二
〇
〇
七
年
版
の
集
約
を
急

ぐ
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
次
年
度
の

計
画
を
立
案
す
る
。

○
シ
ネ
マ
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て

「
ア
ナ
キ
ズ
ム
誌
」
　
と
共
催
に
す
る
。

○
本
家
C
I
R
A
の
窮
状
に
つ
い
て

ス
イ
ス
の
本
家
C
I
R
A
よ
り
、
ア

ナ
ー
キ
ー
イ
ン
に
つ
ぽ
ん
宛
に
要
請
文

が
届
い
た
　
（
内
容
は
一
～
二
ペ
ー
ジ
）
。

文
献
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
シ
ネ
マ
イ
ベ

ン
ト
と
合
わ
せ
て
カ
ン
パ
要
請
を
し
た

ら
ど
う
か
？

O
G
W
作
業
合
宿
　
（
於
・
富
士
宮
）

五
月
二
日
夜
か
ら
六
日
午
前
中
ま
で

富
士
宮
の
セ
ン
タ
ー
に
て
、
現
物
と

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
照
合
作
業
を
行
う
。

（
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

（
3
0
箱
余
）
に
し
て
分
室
へ
運
ぶ
（
目

録
作
業
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
）
。

現
地
・
山
田
、
東
京
か
ら
佐
藤
、
奥

沢
が
参
加
。

12
月
9
日
唐
沢
隆
三
さ
ん
よ
り
資
料

提
供
の
話
が
あ
り
、
仲
介
し
て
い
た

だ
い
た
白
仁
さ
ん
と
古
屋
・
奥
沢
が

同
行
（
寄
贈
リ
ス
ト
は
別
掲
）
。

12
月
1
0
日
岩
佐
・
綿
引
旧
蔵
写
真
の

整
理
（
戸
田
三
三
冬
宅
）
。
富
士
宮
か

ら
龍
、
山
田
、
東
京
か
ら
古
屋
、
奥

沢
が
参
加
。

0
7
年

3
月
2
5
日
岩
佐
・
綿
引
旧
蔵
写
真
の

整
理
（
戸
田
三
三
冬
宅
）
。
富
士
宮
か

ら
山
田
、
東
京
か
ら
古
屋
、
奥
沢
、
飛

矢
崎
が
参
加

4
月
－
～
9
日
資
料
整
理
（
ダ
ン

ボ
ー
ル
3
箱
余
）
お
よ
び
フ
ァ
イ
ル

化
の
検
討
作
業
。
現
地
・
山
田
、
東

京
か
ら
奥
沢
。
ツ
ク
シ
の
天
プ
ラ
、

和
え
物
、
タ
ラ
の
芽
は
1
週
間
ほ
ど

早
く
秘
蔵
の
木
よ
り
特
別
採
取
し
て

天
プ
ラ
。
9
日
は
清
水
港
視
察
。
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「
こ
れ
は
誰
…
…
？
」

二
〇
〇
三
年
の
大
杉
展
で
は
、
近

藤
憲
二
・
旧
蔵
の
写
真
を
も
と
に
し
た

パ
ネ
ル
展
示
が
一
つ
の
軸
で
あ
っ
た
。

そ
の
パ
ネ
ル
作
成
の
た
め
に
ア
ル
バ
ム

を
見
て
い
て
気
付
い
た
の
・
は
、
写
っ
て

い
る
人
物
が
誰
で
あ
る
の
か
が
分
か
ら

な
い
こ
と
。
そ
の
折
は
白
仁
成
昭
氏
の

教
示
で
こ
と
な
き
を
得
た
も
の
の
、
考

え
て
み
る
と
大
正
・
昭
和
初
期
に
限
ら

ず
、
戦
後
の
写
真
を
み
て
も
、
活
動
を

共
に
し
た
世
代
の
多
く
の
人
々
は
物
故

さ
れ
て
い
る
。
人
物
と
人
名
が
符
合
で

き
な
い
と
な
る
と
、
せ
っ
か
く
の
写
真

情
報
が
半
減
す
る
こ
と
に
な
る
。

別
掲
し
た
写
真
は
、
戸
田
三
三
冬

氏
が
保
管
し
て
い
る
岩
佐
作
太
郎
・
綿

引
邦
農
夫
の
写
真
資
料
か
ら
の
も
の
で

あ
る
。
ま
ず
は
古
い
集
合
写
真
の
人
物

を
特
定
し
て
い
こ
う
と
い
う
仕
事
を
始

め
た
次
第
で
あ
る
。
一
段
落
し
た
ら
、

紙
上
公
開
し
て
読
者
子
の
協
力
を
要
請

し
た
い
と
も
考
え
て
い
る
。

■
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て

現
在
使
用
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

は
、
今
後
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
検

索
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
こ
の

際
、
新
た
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
造
も

作
り
替
え
、
新
し
く
組
み
替
え
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
過
去
に
作
っ
た
分

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
ま
で
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
入
力
作
業
を
い
っ
た
ん
中
断
、
現

時
点
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
内
容
と
実

物
と
の
照
合
を
し
ま
す
。

一
度
、
確
定
し
て
お
け
ば
、
今
後
の

受
入
れ
・
貸
出
し
・
閲
覧
で
も
正
確
に

状
況
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
度
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
富

士
宮
に
お
い
て
、
入
力
済
み
デ
ー
タ
と

実
物
と
の
照
合
を
行
い
ま
す
。
実
物
に

は
コ
ー
ド
を
ふ
り
、
同
時
に
デ
ー
タ
の

校
正
も
行
い
ま
す
。

作
業
を
手
伝
え
る
方
は
是
非
、
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
事
前
に
連
絡
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

日
時
‥
五
月
二
日
夜
～
六
日
昼
　
（
実
質

的
な
作
業
は
三
、
四
日
の
丸
二
日
間
）

場
所
‥
ふ
も
と
の
家
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

内
文
献
セ
ン
タ
ー

■
年
表
部
会
報
告

年
表
作
成
に
あ
た
っ
て
、
「
年
月
日
、

記
事
、
出
典
」
の
明
記
を
必
須
条
件
と
す

る
。
ま
た
、
立
項
基
準
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

は
模
索
中
。
戦
後
、
特
に
8

7
年
以
降
の

出
来
事
の
立
項
を
目
指
す
。
そ
の
為
に

は
、
更
な
る
運
動
史
の
編
纂
の
充
実
が

求
め
ら
れ
る
。
実
践
者
の
聞
き
取
り
も

考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
カ
レ
ン
ダ
ー
部
会
と
連
動
し

て
い
る
の
で
、
来
年
度
版
制
作
に
む
け

て
適
宜
調
整
を
と
り
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

類
方
法
も
よ
り
詳
細
な
も
の
に
変

え
、
紙
媒
体
以
外
の
音
声
テ
ー
プ
、

写
真
な
ど
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
も

の
に
も
、
対
応
で
き
る
よ
う
に
し

●
「
計
画
経
済
」
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

に
収
集
し
た
資
料
を
お
譲
り
し
ま
す
。

内
容
詳
細
は
不
明
、
書
籍
整
理
中
に
つ

き
、
資
料
が
出
て
き
た
ら
と
の
条
件
付

で
す
。
希
望
者
は
編
集
部
ま
で
。
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